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平成２８年度木津川市国民健康保険特別会計予算概要 

 

 

予算概要 

平 成２８ 年度の 国民 健康保 険特別 会計 の予算 は、歳 入歳出それぞれ        

８２億４，３８０万８千円となり、平成２７年度の当初予算と比較して２．９％、   

２億３,０４８万８千円の増となった。 

     

１．歳 入 

（１）国民健康保険税 

国民健康保険税については、１５億８，８８４万２千円となり、前年度と比較し

て１．６％、２,６１５万８千円の減額となった。これは、加入世帯数は増加してい

るものの、課税軽減世帯の拡大等により税収の伸びが見込めないためです。 

 

（２）国庫支出金 

国庫支出金については、交付額に大きな変化が見込めないことから前年度と同額

の１５億８４２万８千円とした。 

 

（３）療養給付費等交付金 

療養給付費等交付金については、交付額に大きな変化が見込めないことから前年

度と同額の３億７，８１９万５千円とした。 

 

（４）前期高齢者交付金 

前期高齢者交付金については、前期高齢者の医療費の増加を見込み、前年度と比

較して３．０％、６，６２６万７千円の増となる２２億５，９５６万４千円とした。 

 

（５）府支出金 

府支出金については、国庫支出金との負担割合等に準じ、前年度と同額の       

４億１５５万３千円とした。 
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（６）共同事業交付金 

共同事業交付金については、保険財政共同安定化事業交付金算定基準となる医療

費の増加を見込み、前年度と比べ１０．３％、１億５，８８４万１千円の増加とな

る１７億２２３万８千円とした。 

 

（７）繰入金 

繰入金については、保険基盤安定繰入額の増加に伴い、前年度と比較して８．５％、   

３，１５４万円の増となる４億１４５万９千円とした。 

 

（８）その他 

延滞金、第三者納付金等の諸収入として、３２０万６千円を計上した。 

 

２．歳 出 

（１）総務費 

事務執行に係る経費である総務費については、前年度と比較して１３．９％、  

３７９万９千円の減となる２，３５０万７千円とした。減額の主な要因は、今年度

は２年毎に行う被保険者証の一斉更新の該当年度ではないため、係る経費が不要と

なることによるものです。 

 

（２）保険給付費 

保険給付費（療養諸費・高額療養費・移送費・出産育児諸費・葬祭諸費・精神結

核医療付加金）については、医療費の伸び率を元に前年度と比較して２．２％、  

１億１,１４７万１千円の増となる５１億７２万２千円とした。 

 

（３）後期高齢者支援金等 

    後期高齢者支援金等については、厚生労働省の医療費等の推計方法を基に   

前年度と比較して３．６％、３,１６５万円の増となる９億５１万３千円とした。 

 

（４）介護納付金 

介護納付金については、介護保険制度における第２号被保険者数に大きな変動が

ないことから、前年度と同額の３億４，５５４万７千円とした。 
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（５）共同事業拠出金 

共同事業拠出金については、財政安定共同化事業拠出金負担割合の      

増加に伴い、前年度と比較して６．８％、１億１，０８８万７千円の増となる         

１７億３，７２６万７千円とした。 

 

（６）保健事業費 

保健事業費については、１億２，５８７万３千円となり、前年度と比較して   

２．５％、３１１万７千円の増となった。特定健康診査や総合健康診査（人間ドッ

ク），医療費通知，後発医薬品差額通知，データヘルス事業等を推進し、医療費適正

対策の推進を図るためです。 

 

（７）公債費 

公債費については、京都府広域化等支援基金償還金の完済により大幅に減額し、   

１１５万９千円とした。 

    

（８）その他 

国保税の償還金及び還付加算金等として、５６５万３千円を計上した。 
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